
　　　　

2025 年 1 月 17 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

地域支援・地域連携 定期的な地域清掃活動、避難訓練の実施を行っています。 職員の質の向上
毎日の朝終礼にて、利用者さんの情報・支援内容の共有を実施。年間研修
計画に沿って研修を実施。その他にも週に１度、研修を実施することで知
識と技術力の向上に努めています。

主な行事等 サッカー大会、ユニバーサルスポーツ大会、白ゆり祭り（活動発表会）、阿倍野防災センター見学、音楽会

一人一人に合わせた発語・発声トレーニングを実施。絵カードやホワイトボードなどを活用し、単語やコミュニケーションマナーを覚えて頂く療育を行っています。言語発
信が豊かに行える児童に対しても、場面に合った言葉の使い方や感情を言語化するソーシャルスキル支援を行っています。

動画鑑賞や普段のコミュニケーションから、様々な考え方や価値観があることを伝え、客観的な立場になって考える練習を行っています。また、集団療育のなかで礼儀・マ
ナーなどのソーシャルスキルトレーニングを実施しています。

家族支援
送迎時に利用者様のご自宅での様子をお聞きしたり、保護者様の困りごとを傾
聴させて頂いています。また、半年に一度面談を実施しています。

移行支援
月に一度、作業所体験としてグループの就労支援・生活介護の体験会を開
催し、作業所のスタッフや利用者さんと交流したり、実際の作業やレクリ
エーションに参加して頂いています。

本
人
支
援

支　援　内　容

運動療育で身体を動かし、リフレッシュしてすごしていただくことで、生活のリズムを整え心身共に健康に過ごせるよう支援を行っています。

毎日準備体操・ストレッチ・マット運動・運動レクリエーションに取り組んでいます。達成感を得やすい運動で、自己肯定感の向上を図りながら安心して挑戦出来る環境を
作り、失敗しても努力を続けられるメンタルを育んでいます。また、体幹を鍛え怪我のしにくい身体を作ります。

聴覚・触覚・視覚の情報から、行動に繋げる運動レクリエーションに取り組んでいます。また、日々のルーティン活動にて時間の感覚を身に着けられるよう指導を行ってい
ます。感情のコントロールが出来るよう、アンガーマネジメント概念の取得にも取り組んでいます。

法人（事業所）理念 笑顔をはぐくみ　笑顔をつなぐ

支援方針 集団療育と個別の能力に合わせた支援をバランスよく行う

営業時間 平日　12:00～18:00／土・祝・長期休暇　9:30～15:30 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 運動療育型児童デイ　ぽぷらの樹　遠里小野 支援プログラム 作成日


